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１．はじめに 

「測量等」、「物品」及び「委託」の当初申請や随時申請に係る電子申請では、財務の状況を入

力する必要があります。 

ここでは、業種別・法人及び個人別の入力方法を説明します。 

 

２．財務諸表入力マニュアル 

(1) 測量等（法人版） 

下図の［企業基本情報］画面の「自己資本額等」の項目に、財務諸表上の金額を入力する方

法を説明します。 

なお、測量等を申請する場合には、 

直近２か年分の財務諸表の提出が必須です。 
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下表の丸数字が、「企業基本情報」画面の入力箇所及び金額となります。 

区分 直前決算時
剰余（欠損）金

処分
計 決算後増減額 合計

払込資本金 ① - 自動計算 ② ③（自動計算）

積立金 ④ ⑤ 自動計算 ⑥ 自動計算

次期繰越利益（欠損）金 - ⑦ 自動計算 - 自動計算

計 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算

流動資産 ⑧

流動負債 ⑨

流動比率 自動計算

自己資本額等

 

 

①直前決算時の「株主資本等変動計算書」の資本金欄の当期末残高 

②決算後に資本金額の増減がある場合に入力 

③自動計算（登記事項証明書の資本金額と一致） 

④直前決算時の「株主資本等変動計算書」の資本剰余金合計、利益準備金、積立金、自己株式、  

評価・換算差額等合計及び新株予約権の当期末残高の合計額 

（④ア＋④イ＋④ウ＋④エ＋④オ＋④カ） 

⑤入力不要 

⑥決算後に資本剰余金合計、利益剰余金合計及び自己株式の増減がある場合に入力 

⑦「株主資本等変動計算書」の繰越利益剰余金の当期末残高 

⑧「貸借対照表」の流動資産額 

⑨「貸借対照表」の流動負債額 

※合計欄は「貸借対照表」の純資産額合計と一致します。 

 

「貸借対照表」及び「株主資本等変動計算書」の具体的な対応箇所は、次ページ以降をご覧

ください。 

 

 

 

 

 

 

※千円単位で入力すること 

（千円未満切捨て） 
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自  令和   年   月   日 

至  令和   年   月   日 
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貸　借　対　照　表 総資産に占める割合
(平成＿年＿月＿日 現在)

金 額 金 額 科　　　　　　　目

円 円 

⑧ ⑨

現 金 及 び 預 金 ××× ×××

受 取 手 形 ××× ×××

売 掛 金 ××× ×××

商 品 ××× ×××

部 品 ××× ×××

前 払 費 用 ××× ×××

繰 延 税 金 資 産 ××× ×××

短 期 貸 付 金 ××× ×××

未 収 入 金 ××× ×××

そ の 他 ×××

貸 倒 引 当 金 ××× ×××

×××

××× ×××

××× ×××

建 物 ×××

構 築 物 ×××

機 械 及 び 装 置 ×××

車 両 及 び 運 搬 具 ×××

工 具 、器 具 及び 備 品 ×××

土 地 ×××

建 設 仮 勘 定 ××× ×××

×××

××× ×××

施 設 利 用 権 ××× ×××

ソ フ ト ウ ェ ア ××× ×××

そ の 他 ×××

×××

××× ×××

投 資 有 価 証 券 ××× ×××

関 係 会 社 株 式 ×××

関 係 会 社 出 資 金 ××× ×××

長 期 貸 付 金 ×××

長 期 前 払 費 用 ××× ×××

そ の 他 ××× ×××

貸 倒 引 当 金 ×××

×××

××× ××× 資　　産　　合　　計

×××

固 定 資 産

資 本 金

資 本 剰 余 金

株 主 資 本

繰 延 税 金 負 債

( 純 資 産 の 部 )

そ の 他

負 債 合 計

資 本 準 備 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

流 動 負 債

そ の 他

未 払 法 人 税 等

預 り 金

固 定 負 債

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

純 資 産 合 計

自 己 株 式

そ の 他 利 益 剰 余 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等

その他有価証券評価差額金

退 職 給 付 引 当 金

( 負 債 の 部 )

買 掛 金

短 期 借 入 金

未 払 金

未 払 費 用

賞 与 引 当 金

科 目

繰 越 利 益 剰 余 金

(単位：円)

科 目

流 動 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

( 資 産 の 部 )

製 品 保 証 引 当 金

利 益 剰 余 金

 

※ この貸借対照表（勘定式）は参考例です。当該例以外に資産、負債及び純資産を上か

ら順番に並べていく形式（報告式）もあります。その場合も、該当する流動資産及び

流動負債の箇所を入力してください。 

 

 

 

 

（令和 年 月 日現在） 
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(2) 測量等（財団法人版） 

下図の［企業基本情報］画面の「自己資本額等」の項目に、財務諸表上の金額を入力する方

法を説明します。 

 

 

下表の丸数字が、「企業基本情報」画面の入力箇所及び金額となります。 

自己資本額等

区分 直前決算時
剰余（欠損）金処

分
計 決算後増減額 合計

払込資本金 ① － 自動計算 ② ③（自動計算）

積立金 ④ ⑤ 自動計算 ⑥ 自動計算

次期繰越利益（欠損）金 － ⑦ 自動計算 － 自動計算

計 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算

流動資産 ⑧

流動負債 ⑨

流動比率 自動計算
 

①直前決算時の「貸借対照表」の指定正味財産及び一般正味財産の合計額の当期末残高 

②決算後に指定正味財産と一般正味財産の増減がある場合に入力 

③自動計算 

④直前決算時の「貸借対照表」の基金（④） 

⑤入力不要 

⑥決算後に基金の増減がある場合に入力 

⑦入力不要 

⑧「貸借対照表」の流動資産額 

⑨「貸借対照表」の流動負債額 

 

「貸借対照表」の具体的な対応箇所は、次ページ以降をご覧ください。 

※千円単位で入力すること 

（千円未満切捨て） 
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貸　借　対　照　表
(平成＿年＿月＿日 現在)

金 額 金 額

円 円 

⑧ ⑨

現 金 及 び 預 金 ××× ×××

×××

××× ×××

×××

定 期 預 金 ×××

×××

×××

④

①ア

①イ

×××

××× ×××資 産 合 計

流 動 負 債

負 債 合 計

正 味 財 産 合 計

(単位：円)

科 目

流 動 資 産

( 資 産 の 部 ) ( 負 債 の 部 )

未 払 金

預 り 金

固 定 負 債固 定 資 産

基 本 財 産

特 定 資 産

そ の 他 固 定 資 産

科 目

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

×××

( 正 味 財 産 の 部 )

基 金

一 般 正 味 財 産

指 定 正 味 財 産

 

※この貸借対照表（勘定式）は参考例です。当該例以外に資産、負債及び純資産を上から

順番に並べていく形式（報告式）もあります。その場合も、該当する箇所を入力してく

ださい。 

※会計が複数ある場合は、合計額を入力してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和 年 月 日現在） 
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(3) 測量等（医療法人版） 

下図の［企業基本情報］画面の「自己資本額等」の項目に、財務諸表上の金額を入力する方

法を説明します。 

 

 

下表の丸数字が、「企業基本情報」画面の入力箇所及び金額となります。 

自己資本額等

区分 直前決算時
剰余（欠損）金処

分
計 決算後増減額 合計

払込資本金 ① － 自動計算 ② ③（自動計算）

積立金 ④ ⑤ 自動計算 ⑥ 自動計算

次期繰越利益（欠損）金 － ⑦ 自動計算 － 自動計算

計 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算

流動資産 ⑧

流動負債 ⑨

流動比率 自動計算
 

①直前決算時の「貸借対照表」の基金 

②決算後に基金の増減がある場合に入力 

③入力不要 

④直前決算時の「貸借対照表」の資本剰余金合計、利益剰余金合計及び評価・換算差額等の合

計額（④ア＋④イ＋④ウ） 

⑤入力不要 

⑥決算後に資本剰余金合計、利益剰余金合計及び評価・換算差額等の増減がある場合に入力 

⑦入力不要 

⑧「貸借対照表」の流動資産額 

⑨「貸借対照表」の流動負債額 

 

「貸借対照表」の具体的な対応箇所は、次ページ以降をご覧ください。 

※千円単位で入力すること 

（千円未満切捨て） 
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※この貸借対照表（勘定式）は参考例です。当該例以外も資産、負債及び純資産を上から

順番に並べていく形式（報告式）もあります。その場合も、該当する箇所を入力してく

ださい。 

（令和 年 月 日現在） 
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(4) 測量等（個人版） 

下図の［企業基本情報］画面の「自己資本額等」の項目に、財務諸表上の金額を入力する方

法を説明します。 

 

 

下表の丸数字が、「企業基本情報」画面の入力箇所及び金額となります。 

自己資本額等

区分 直前決算時
剰余（欠損）金処

分
計 決算後増減額 合計

払込資本金 ① － 自動計算 ② ③（自動計算）

積立金 ④ ⑤ 自動計算 ⑥ 自動計算

次期繰越利益（欠損）金 － ⑦ 自動計算 － 自動計算

計 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算 自動計算

流動資産 ⑧

流動負債 ⑨

流動比率 自動計算
 

 

①「青色申告書」の【事業主借＋元入金＋青色申告特別控除の所得－事業主貸】 

（①ア＋①イ＋①ウ－①エ） 

②入力不要 

③自動計算 

④入力不要 

⑤入力不要 

⑥入力不要 

⑦入力不要 

⑧「青色申告書」の流動資産額（⑧の合計） 

※千円単位で入力すること 

（千円未満切捨て） 
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⑨「青色申告書」の流動負債額（⑨の合計） 

 

「青色申告書」（貸借対照表【資産負債調】）の具体的な対応箇所は、以下をご覧ください。 

なお、「青色申告書」を作成していない個人の方は、次の「青色申告書」（貸借対照表【資産

負債調】）に可能な範囲で金額を当て込み、システムに入力してください。 

 

※この貸借対照表は参考例です。 

（令和 年 月 日現在） 
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(5) 物品・委託（法人版） 

下図の［企業基本情報］画面の「資本金等」の項目に、財務諸表上の金額を入力する際の方

法を説明します。 

 

 

下表の丸数字が、「企業基本情報」画面の入力箇所及び金額となります。 

資本金等
純資産の合計（直前決算期） ①
払込資本金（決算後の増減） ②
純資産の合計 自動計算
外国資本 ④
流動資産 ⑤
流動負債 ⑥
流動比率 自動計算
有形固定資産の額 ⑦
主要取引金融機関名・店名 ⑧  

①「貸借対照表」の純資産 

②決算後に純資産の増減がある場合に入力 

④外国資本の状況を選択 

⑤「貸借対照表」の流動資産 

⑥「貸借対照表」の流動負債 

⑦「貸借対照表」の有形固定資産 

⑧主要取引金融機関名・店名を入力 

 

「貸借対照表」の具体的な対応箇所は、次ページ以降をご覧ください。 

※千円単位で入力すること 

（千円未満切捨て） 
 
決算後に増減した資本金の額 
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※ この貸借対照表（勘定式）は参考例です。当該例以外に資産、負債及び純資産を上か

ら順番に並べていく形式（報告式）もあります。その場合も、該当する流動資産及び

流動負債の箇所を入力してください。 

 

 

 

 

 

（令和 年 月 日現在） 
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(6) 物品・委託（財団法人版） 

下図の［企業基本情報］画面の「資本金等」の項目に、財務諸表上の金額を入力する際の方

法を説明します。 

 

 
 

下表の丸数字が、「企業基本情報」画面の入力箇所及び金額となります。 

資本金等
純資産の合計（直前決算期） ①
払込資本金（決算後の増減） ②
純資産の合計 自動計算
外国資本 ④
流動資産 ⑤
流動負債 ⑥
流動比率 自動計算
有形固定資産の額 ⑦
主要取引金融機関名・店名 ⑧  

①「貸借対照表」の正味財産合計 

②決算後に正味財産の増減がある場合に入力 

④外国資本の状況を選択 

⑤「貸借対照表」の流動資産 

⑥「貸借対照表」の流動負債 

⑦「貸借対照表」の固定資産のうち、基本財産、特定資産、その他固定資産の中で有形固定資

産（土地、建物、建物附属設備、車両運搬具、機械装置、工具・器具・備品、建設仮勘定等）

に属する資産があればその合算額 

⑧主要取引金融機関名・店名を入力 

「貸借対照表」の具体的な対応箇所は、次ページ以降をご覧ください。 

※千円単位で入力すること 

（千円未満切捨て） 
 
決算後に増減した資本金の額 
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※この貸借対照表（勘定式）は参考例です。当該例以外に資産、負債及び純資産を上から

順番に並べていく形式（報告式）もあります。その場合も、該当する流動資産及び流動

負債の箇所を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸借対照表の固定資産のうち、基本財産、

特定資産、その他固定資産の中で有形固

定資産（土地、建物、建物附属設備、車

両運搬具、機械装置、工具・器具・備品、

建設仮勘定等）に属する資産があればそ

の合算額を⑦とします。 

（令和 年 月 日現在） 
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(7) 物品・委託（医療法人版） 

下図の［企業基本情報］画面の「資本金等」の項目に、財務諸表上の金額を入力する際の方

法を説明します。 

 

 

 

下表の丸数字が、「企業基本情報」画面の入力箇所及び金額となります。 

資本金等
純資産の合計（直前決算期） ①
払込資本金（決算後の増減） ②
純資産の合計 自動計算
外国資本 ④
流動資産 ⑤
流動負債 ⑥
流動比率 自動計算
有形固定資産の額 ⑦
主要取引金融機関名・店名 ⑧  

①「財産目録」（「貸借対照表」）の純資産 

②決算後に純資産の増減がある場合は記入してください。 

④外国資本の状況を選択 

⑤「財産目録」（「貸借対照表」）の流動資産 

⑥「貸借対照表」の流動負債 

⑦「貸借対照表」の有形固定資産 

⑧主要取引金融機関名・店名を入力 

「財産目録」及び「貸借対照表」の具体的な対応箇所は、次ページ以降をご覧ください。 

 

※千円単位で入力すること 

（千円未満切捨て） 

 
決算後に増減した資本金の額 
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様式２

法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．資　　　 産　　　 額 千円

２．負　　　 債　　　 額 千円

３．純　　資　　産　　額 千円

（内　　訳） （単位：千円）

Ａ　流　動　資　産

Ｂ　固　定　資　産

Ｃ　資　産　合　計 （Ａ＋Ｂ）

Ｄ　負　債　合　計

Ｅ　純　　資　　産 （Ｃ－Ｄ）

 (注) 財産目録の価額は、貸借対照表の価額と一致すること。

土地及び建物について、該当する欄の□を塗りつぶすこと。

土　　　　地 （□ 法人所有　□ 賃借　□ 部分的に法人所有(部分的に賃借)）

建　　　　物 （□ 法人所有　□ 賃借　□ 部分的に法人所有(部分的に賃借)）

※医療法人整理番号

　　　　　　　　　　×××

金　　　額区　　　　　　　　　　分

　　　　　　　　　　×××

　　　　　　　　　　×××

財 産 目 録

（平成　　年　　月　　日現在）

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

①

　　　　　　　×××

⑤

 

 

（令和 年 月 日現在） 
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様式３－１

法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

 １ 有 形 固 定 資 産

その他の有形固定資産

 ２ 無 形 固 定 資 産

その他の無形固定資産

 ３ そ の 他 の 資 産

 １ 代　替　基　金

 ２ その他利益剰余金

 (注) １．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当で

　　　　あると認められるものについては、当該資産、負債及び純資産を示す名称を付した科目をもって、別に

　　　　掲記することを妨げないこと。

　　　２．社会医療法人、特別医療法人及び特定医療法人については、純資産の部の基金の科目を削除すること。

　　　　　　　×××　　　　　　　×××

繰 越 利 益 剰 余 金

Ⅲ　評価・換算差額等

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 　　　　　　　×××

　　　　　　　×××その他有価証券評価差額金

純 資 産 合 計 ①

Ⅳ　基　　　　　金

　　　　　　　×××

○ ○ 積 立 金 　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

Ⅱ　利 益 剰 余 金

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

未 払 消 費 税 等

繰 延 税 金 負 債

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

長 期 借 入 金

そ の 他 の 流 動 負 債

Ⅱ　固　定　負　債

医 療 機 関 債

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

科　　　目 科　　　目金　　　額

⑤Ⅰ　流　動　資　産

　　　　　　　××× 未 払 金

現 金 及 び 預 金

事 業 未 収 金

有 価 証 券

建 物

構 築 物

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 の 流 動 資 産

Ⅱ　固　定　資　産

資　産　合　計 　　　　　　　×××

有 価 証 券

長 期 貸 付 金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

　　　　　　　×××

役職員等長期貸付金

そ の 他 の 固 定 資 産

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

純 資 産 の 部

　　　　　　　×××

科　　　目

Ⅰ　資 本 剰 余 金

　　　　　　　×××

金　　　額

　　　　　　　×××

Ⅰ　流　動　負　債

支 払 手 形

買 掛 金

そ の 他 の 固 定 負 債

負　債　合　計 　　　　　　　×××

未 払 費 用

負債・純資産合計

未 払 法 人 税 等

※医療法人整理番号

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

⑥

資　産　の　部 負　債　の　部

短 期 借 入 金

金　　　額

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

車 両 及 び 船 舶

土 地

建 設 仮 勘 定

○ ○ 引 当 金　　　　　　　×××

繰 延 税 金 負 債

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

前 受 収 益 　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

そ の 他 の 器 械 備 品

ソ フ ト ウ ェ ア

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

貸 借 対 照 表

○ ○ 引 当 金

⑦

　　　　　　　×××

医 療 用 器 械 備 品

前 渡 金

た な 卸 資 産

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

　　　　　　　×××

（平成　　年　　月　　日現在）

借 地 権

前 受 金

預 り 金

　　　　　　　×××

 

※この貸借対照表（勘定式）は参考例です。当該例以外に資産、負債及び純資産を上から

順番に並べていく形式（報告式）もあります。その場合も、該当する流動資産及び流動

負債の箇所を入力してください。 

 

 

 

 

（令和 年 月 日現在） 
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(8) 物品・委託（個人版） 

下図の［企業基本情報］画面の「資本金等」の項目に、財務諸表上の金額を入力する際の方

法を説明します。 

 

 

下表の丸数字が、「企業基本情報」画面の入力箇所及び金額となります。 

資本金等
純資産の合計（直前決算期） ①
払込資本金（決算後の増減） ②
純資産の合計 自動計算
外国資本 ④
流動資産 ⑤
流動負債 ⑥
流動比率 自動計算
有形固定資産の額 ⑦
主要取引金融機関名・店名 ⑧  

①「青色申告書」の【事業主借＋元入金＋青色申告特別控除の所得－事業主貸】 

（①ア＋①イ＋①ウ－①エ） 

②入力不要 

④入力不要 

⑤「青色申告書」の流動資産額（⑤の合計） 

⑥「青色申告書」の流動負債額（⑥の合計） 

⑦「青色申告書」の有形固定資産の額（⑦の合計） 

⑧主要取引金融機関名・店名を入力 

「青色申告書」（貸借対照表【資産負債調】）の具体的な対応箇所は、次ページ以降をご覧く

ださい。 

なお、「青色申告書」を作成していない個人の方は、次ページの「青色申告書」（貸借対照表

【資産負債調】）に可能な範囲で金額を当て込み、システムに入力し、財務諸表の一部として

提出してください。 

※千円単位で入力すること 

（千円未満切捨て） 

 
決算後に増減した資本金の額 
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※この貸借対照表は参考例です。 

 

 

（令和 年 月 日現在） 


